
別記様式 

 担当課 福祉課

 
会 議 の 名 称

令和７年度第１回鴻巣市地域福祉推進会議及び 

鴻巣市社会福祉協議会地域福祉活動計画推進委員会

 開 催 日 令和　７年５月３０日（金）

 開 催 時 間 午後　１時３０分　開会　・　午後　３時００分　閉会

 開 催 場 所 本庁舎３０２会議室

 議長(委員長・会長) 

氏 名
なし

 出席者(委員)氏名 

（出席者数）

新井巳代子、小林美鈴、大澤健一、山口延之、藤井むつ子 
岡主浩美、土岐義行、小久保義三　計８名

 欠席者(委員)氏名 

（欠席者数)

山田かおり、大島幸雄、田中惠司、小野大吾、松山義夫 
岡野英治　計６名

 

事務局職員職氏名

健康福祉部長　木村　勝美　　健康福祉部副部長　高子　英江 

福祉課長　　　鈴木　恵子　　福祉課主査　 　　山中　百江　

福祉課主任　　中村　菜津美　福祉課主事　　 秋谷　千花子 

鴻巣市社会福祉協議会 

事務局長　　　関根　則男　　 地域福祉課長 　國分　武洋　 

福祉支援課長　飯野　尚信　　 地域福祉課主幹 高橋　康之

 傍聴の可否 

（傍聴者数）
可（０名）



 

会

議

の

内

容

（議題） 

（１）第４次鴻巣市地域福祉計画鴻巣市社会福祉協議会地域福祉活動計画 

　　　令和６年度の取組状況について（実績報告） 

（２）その他 

 

（意見及び質問など） 

(１)事務局より、資料「第４次鴻巣市地域福祉計画鴻巣市社会福祉協議会地域　　　

活動計画　令和６年度の取組状況について（実績報告）」を用いて説明。 

実績報告の空欄について、鴻巣市総合振興計画におけるまちづくりアンケート

及びまちづくり報告書を指標としているため、公表され次第あらためて委員の

皆様に報告する。 

○取組事項１　新たな担い手の発掘・育成について 

委員より、まちづくり報告書はいつ頃報告書ができるのか。 

事務局より、まちづくりアンケートについては６月頃、まちづくり報告書に

ついては１２月頃の予定と回答。 

○取組事項１２　支援が必要な人を把握する仕組みの推進について 

　　委員より、関係機関と連携を深めるとは、どんな関係機関か質問。 

　事務局より、庁内の部署や、高齢者であれば地域包括支援センター、障がい

の関係であれば基幹相談支援センター等、内容によって関係する部署と連携

していくと回答。 

　委員より、地域で誰も知らずに孤独死したケースがあった。普段交流があれ

ば、近所の人とフォローしていくことが可能だが、関わりがないと把握が難

しい、という意見あり。 

　　また、別の委員より、コミュニケーションがとれている、とれていない地区

では差がある。地区懇談会は継続していきたいとの意見あり。 

〇取組事項１３　成年後見制度について 

委員より、市民後見人の養成講座の今後の実施予定について質問。 

事務局より、養成講座受講後、市民後見人としてすぐに活動できるわけでは

なく、実務経験を積む必要がある。現在は、市民後見人として登録している

方にフォローアップを実施して、知識をつけてもらっている。また、埼玉県

から市社会福祉協議会に委託されている利用支援事業のサポートをしてもら

って経験を積んでもらっている。今後、養成講座については、市と社会福祉

協議会が連携をして開催をしていきたい、と回答。 

　○取組事項１９　断らない相談支援について 

委員より、馬室松原地区では相談業務を実施しようと検討している。支部単

位や包括単位等で相談ができるとよいので、オレンジダイヤルとのタイアッ

プも考えている。相談窓口が実際に立ち上がった際に、地域として取り組ん

でいくべきことなら他の地区もすすめるべきなのか、と質問。 

事務局より、国では、これまでの行政では縦割りだった相談体制を、横断的

に受けとめられる体制を整えているようにと言っていることから、令和７年

度からは「福祉かけこみ相談ホットライン」を実施している。地域では、市

の相談につないでいただくのでよいと思う、と回答。 

 

○取組事項２４　誰もが暮らしやすい地域共生社会のまちづくり 

委員より、どんな相談が多いのか質問。 



注　会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

　場合は、別紙に記入するものとする。

 事務局より、共生担当は高齢者の相談を受ける担当でもあるため、高齢者に

関する相談が一番多い。相談内容によっては、保健所や警察と連携をしてい

る、と回答。 

委員より、どのように事業の周知を行っているのか質問。 

事務局より、支部社協や自治会長研修、各団体の総会等で周知を行ってい

る。令和６年度からは出前講座を実施しており、寸劇にして事業周知を行っ

ている。昨年度の周知回数は３９回、出前講座は３回実施した、と回答。 

 

（２）事務局より、その他の説明をする。 

　○福祉かけこみ相談ホットラインの周知。 

　○クローバー祭開催のお知らせ。

 

配
布
資
料

１　令和７年度第１回鴻巣市地域福祉推進会議及び鴻巣市社会福祉協議会地域福

祉活動計画推進委員会　送付資料一覧　 
２　次第 
３　鴻巣市地域福祉推進会議委員名簿 
４　鴻巣市社会福祉協議会地域福祉活動計画推進委員会委員名簿 
５　第４次鴻巣市地域福祉計画鴻巣市社会福祉協議会地域福祉活動計画令和６年

度の取組状況について（実績報告） 
６　配席図 
７　実績報告の一部差替え 
８　福祉かけこみ相談ホットライン　チラシ 
９　社会福祉協議会クローバー祭　チラシ


